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原油価格見通し：80ドル台へ 原油

◆現状：80ドル台へ上昇

７月のＷＴＩ原油先物価格は、総じて上

昇基調で推移。月前半は、サウジアラビア

が日量100万バレルの追加減産を８月も継

続すると表明したほか、米国の物価関連指

標の鈍化を受けて米ＦＲＢによる金融引き

締め観測が後退し、77ドル台へ上昇。

その後は、中国の経済指標が市場予想を

下回ったことから一時73ドル台へ下落した

ものの、①米株高によるリスク選好の動き、

②ＯＰＥＣプラスの減産による需給引き締

まり観測、③堅調な米国の景気指標などを

背景に、月末には、一時81ドル台後半へ上

昇。

◆投機筋の買い越し幅は拡大

ＯＰＥＣプラスによる減産や主要国の金

融引き締め観測後退などから原油需給が引

き締まるとの見方が強まり、投機筋による

原油先物の買い越し幅は拡大。

◆見通し：上昇圧力がかかりやすい地合い

先行きを展望すると、原油価格に上昇圧

力がかかりやすい展開が続く見込み。ＯＰ

ＥＣプラスによる大規模減産の継続や米

シェールオイルの増産ペースは緩やかにと

どまることから原油供給の増加は限られ、

需給引き締まりが意識されやすい展開に。

ただし、主要国では金融引き締めを背景に

景気が減速するほか、中国でも景気回復

ペースが緩慢になることから、価格上昇

ペースは緩やかにとどまる公算。
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トピック：サウジの自主減産などで強まる需給ひっ迫観測 原油

◆供給抑制による需給ひっ迫観測が強まり

足元の原油市場では、供給不足への懸念

が高まる状況。ＯＰＥＣプラスの既往の減

産体制に加え、サウジアラビアが単独で７

月から日量100万バレルの自主減産を実施。

ロシアも夏場にかけて50万バレルの輸出削

減を表明。加えて、米国の原油生産量も足

踏みしており、先行指標となる石油リグ稼

働数は昨年末から減少傾向。

ＯＰＥＣプラスは需要動向を見極めるべ

く、当面は現行の枠組みを維持する見込み。

足元の原油価格は80ドル台前後と、概ねＯ

ＰＥＣプラスの主要国の財政収支均衡価格

を超えており、少なくとも同水準を維持し

たいとの思惑。

産油国の消極的な供給姿勢を背景に、年

後半の世界の原油需給バランスは需要超過

となる見込み。原油価格には上昇圧力が生

じやすい状況に。

◆年終盤に減産スタンスの変化を予想

もっとも、年末近くには、ＯＰＥＣプラ

スは減産スタンスを軟化させると予想。Ｏ

ＰＥＣが公表する24年の原油需要見通しは、

ＩＥＡなど他機関の予想を上回る回復を想

定。加えて、大きな余剰生産能力を抱える

ＵＡＥは、追加減産などに対して消極的。

同国は長引く減産への不満から増産への切

り替えを強く主張する可能性。
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（注）見通しは、サウジアラビアの日量100万バレル減産が8月まで、

OPECプラスの減産体制については現状から変化なしを想定。
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（注）OPECの直近値は、Bloombergデータを基に作成。
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OPECとロシアの原油生産量
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（注）原油価格は、北海ブレント・WTI・ドバイ原油の単純平均。

直近の原油価格（8/1）

主なOPEC加盟国の財政収支均衡原油価格
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